
2016. ６. １５. 発行
粟井地区社協だより №1８

粟井福祉ボランティアの会の総会が校舎２階大会
議室で開催され、事業・決算報告、事業・予算計画
などについて協議されました。今回の特徴は、「女
性部」への参加の是非、会のユニフォーム作成の件
などでした。

役員 会 長：有友正大
副会長：井上かすみ
副会長：高本八重子

◆活動計画

１．「見守り訪問活動」の充実を目指した活動
・２月・・・弁当、おやつ
・年２回「野菜ジュース」による「見守り訪問活動」

５月野菜ジュース（救急キットの確認）
１０月野菜ジュース（救急キットの確認）

２．粟井地区助け合いセンターの運営
３．イベント等に参加要請があれば「粟井福祉ボランティアの会」で検討して対処していく。
４．「粟井地区福祉ボランティアの会」の会員であることが分かるよう名鑑等を作成し、活動
をアピールすると共に、新規会員を募る。

５．会員の親睦を深める活動を行う。

「野菜ジュースを持って、安否確認、救急キットの確認」
「お元気ですか？」
「おかわりありませんか？」

「救急キットは冷蔵庫に入っていますか？」
「緊急カードの内容に変更はありません
か？」
「６月１２日の［ふれあいの集い］に参加されま
すか。」今年は、昔懐かしい写真で、昭和３０
年代から４０年代のことをしますからね。
また、ふれあいの集いの様子は、DVD に

して、粟井地区の６サロンに配りますから
ね。それを見てからでもいいので、来年は是
非参加して下さいね。」

「また、何でもいいので困ったこと
があれば連絡下さいね。次は、１０

月にまた来させて頂きます。いつまでも元気で過ごして下さいね。」

おたがいさまネット事業２年目、今年度最初の
「見守り会議」がありました。各地区の老人会長、
美作市社協から担当者５名を招いて、５地区に分
かれて、一戸一戸高齢者の状況確認を行っていき
ました。１年たつと状況がかなり変わってきま
す。日頃の確認作業の大切さが分かります。
小房地区の行っている「井戸端会議」の取り組

みは大いに参考になります。生協で集まる度に情
報交換する、月１回の体操や、サロン活動を老人
会と協働で行い情報交換する。これらの何気ない
取り組みが高齢者の安心・安全に委繋がります。
繋がりにぬくもりを感じました。

平成２８年６月１２日（日）午前９時３０分から午後１時１５分まで、旧粟井小学校にて上記の会
が盛大に開催されました。粟井地区の多くの組織、団体が支援し、会を盛り上げました。
前日準備では、校舎内の清掃も行われ大変きれいになりました。
今回の様子は DVDに編集し、粟井地区の全てのサロンに配布し、来年度に向けて参加を促し

ていくことになっています。目標は「参加率５０％以上」「閉じこもりの解消」です。
当日は、「粟井福祉ボランティアの会」のユニホームもはじめて披露されました。
内容を時系列で紹介します。

社協のバスが到着：お迎え 昔懐かしい写真：後日校舎内に展示予定

「昔は、賑やかだったなー。」 小学生の作品


